
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外派遣終了後の研究の進捗状況(2022年 3月現在) 

2019年 3月ニューオリンズの Society for American Music 第 45回学術年次大会への海外派遣終了後、

2021年には共同研究者であるハーバード大学 Carol J. Oja 教授との共著論文「US Concert Music and Cultural 

Reorientation during the Occupation of Japan」が掲載されている論文集「Sounding Together」がミシガン大学出

版より刊行された。 

2021年は、これまで Oja教授と共にハーバード大学と神戸大学の若手研究者を巻き込んで続けてきた共同研究

「Marian Anderson’s 1953 Concert Tour of Japan: A Transnational History」が Society for American Music

の年間最優秀論文賞である Irving Lowens Article Award を受賞するなど、最大の評価を受けた年でもあった。 

一方、2022年 8月に開催予定の国際音楽学会(IMS)アテネ大会にも、日本とアメリカの音楽文化の交流に関す

るテーマでエントリーし、採択されていたものの、コロナ状況の悪化を踏まえ、また主催者がオンラインでの開催が困

難との見通しに言及したことから、IMSアテネ大会での口頭発表のエントリーを取り下げることになってしまった。 

  しかしながら、2017年の JSPSのプログラムによるハーバード大の Oja教授の招聘から展開してきた国際共同

研究は、2022年 4月に神戸大学の大田美佐子がテーマ「多文化共生時代の舞台芸術文化のダイナミクス ー 

亡命・占領・共生の視点から」によって科学研究費(基盤 C)を獲得したことにより、新たな段階を迎えたと考えてい

る。2024年度に計画されている国際シンポジウム「音楽劇研究とトランスナショナル・ヒストリー」の開催に向けて、

その実現にはさらに外部資金の獲得が必要である。2022年度はこのシンポジウムの実現を目標に、さらに Oja教

授との連携を深めてトランスナショナルな音楽文化史の共同研究を進めていきたい。 

 

 

 


